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第
三
編

北
海
道
大
学
の
再
編
（
一
九
八
九
〜
二
〇
〇
一
年
）



一
九
八
七
年
に
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
た
大
学
審
議
会
は
、
臨
時
教
育
審
議
会
（
一
九
八
四
年
設
置
）
の
高
等
教

育
に
関
す
る
議
論
を
受
け
継
ぎ
、
教
育
・
研
究
に
お
け
る
高
度
化
・
個
性
化
・
活
性
化
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
教
育
課
程
自
由
化
、

大
学
院
拡
充
、
大
学
の
自
己
評
価
な
ど
に
関
わ
る
答
申
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
は
大
学
の
社
会
的
な
位
置
づ
け
を
大
き
く
変
え
て
い
く
こ

と
を
意
味
し
た
。
さ
ら
に
政
府
は
九
八
年
に
公
共
性
の
高
い
事
業
の
効
率
化
の
一
環
と
し
て
、
国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
に
向
け

て
問
題
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た
。

北
海
道
大
学
で
は
一
九
八
九
年
に
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て
、
大
学
院
に
重
点
を
置
い
た
大
学
再
編
を
本
格
的
に

開
始
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
院
重
点
化
の
実
施
は
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
順
次
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
教
養
部
に
関
し

て
は
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
検
討
・
実
施
を
受
け
継
い
で
議
論
が
続
け
ら
れ
、
九
五
年
の
教
養
部
の
廃
止
と
全
学
教
育
の
実
施
へ
と
繋

が
っ
た
。

教
育
・
研
究
面
で
は
、
国
際
交
流
事
業
が
よ
り
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ま
た
八
〇
年
代
か
ら
本
格
化
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
大
き
く
進
ん
で
大
学
の
活
動
に
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
た
。
組
織
面
で
は
既
存
研
究
所
・
セ
ン
タ
ー
・
施
設
の
統
合
や
改
編
が

行
わ
れ
、
最
新
の
学
問
動
向
に
積
極
的
に
対
応
し
得
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

大
学
院
重
点
化
に
続
き
、
産
学
官
協
同
や
情
報
公
開
、
法
人
化
問
題
な
ど
大
学
を
め
ぐ
る
状
況
の
急
速
な
変
化
に
対
し
て
、
北
海
道

大
学
は
副
学
長
設
置
や
総
長
補
佐
体
制
整
備
を
通
じ
て
総
長
を
中
心
と
す
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
二
一
世
紀
の
最
初
の
年
で
あ
る
二
〇
〇
一
年
に
創
基
一
二
五
周
年
を
迎
え
、
ほ
か
に
例
の
な
い
独
自
の

歴
史
を
再
確
認
し
つ
つ
、
地
域
に
根
ざ
し
な
が
ら
世
界
に
向
か
っ
て
広
く
開
か
れ
た
新
た
な
大
学
像
を
構
築
す
る
た
め
の
模
索
が
続
け

ら
れ
て
い
る
。

第
三
編
で
は
、
北
海
道
大
学
で
大
学
院
重
点
化
に
つ
い
て
の
議
論
が
本
格
化
し
た
一
九
八
九
年
以
降
、
創
基
一
二
五
周
年
を
迎
え
た

二
〇
〇
一
年
ま
で
の
大
学
再
編
期
を
内
容
と
す
る
。
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